
(57)【要約】

ボールペンなどが、後退可能なインク容器（１３）およ

び筆記チップ（１２）を有し、これらは、軸筒（１１）

の遠位端に位置する透明包囲体（１８）内で自由に移動

可能なロック部材（１９）によって伸張位置に解放可能

に保持される。ロック部材（１９）は、フットボールま

たはゴルフボールの外観を有してもよい。別の実施形態

において、ロック部材は長くなっており、宣伝または販

売促進マークを付けることができる平坦な側部を有する

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筆 記 具 で あ っ て 、
　 軸 筒 と 、
　 前 記 軸 筒 の 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 筆 記 流 体 容 器 で あ っ て 、 そ れ に よ り 、 前 記 容 器 の 筆 記 チ
ッ プ が 前 記 軸 筒 の 一 端 部 か ら 突 出 す る か 、 ま た は そ の 内 部 に 後 退 す る こ と が で き る 、 筆 記
流 体 容 器 と 、
　 前 記 容 器 を 前 記 後 退 位 置 に 付 勢 す る ば ね 手 段 と 、
　 前 記 容 器 か ら 延 出 し て 前 記 軸 筒 の 開 口 を 通 っ て 突 出 し 、 そ れ に よ り 、 前 記 容 器 を 前 記 ば
ね 手 段 の 作 用 に 逆 ら っ て 前 記 突 出 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 、 ト リ ガ と 、
　 前 記 容 器 を 前 記 突 出 位 置 に 解 放 可 能 に 保 持 す る 保 持 手 段 と を 含 み 、
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 軸 筒 の 他 端 部 に 位 置 す る 包 囲 体 内 を 自 由 に 移 動 可 能 な ロ ッ ク 部 材
を 有 し 、
　 前 記 包 囲 体 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 を 重 力 又 は 慣 性 に よ っ て 移
動 可 能 な 形 状 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 位 置 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 容 器 を 前 記 突 出 位 置 で 保 持 す る た め に 前 記 包 囲
体 の 或 る 部 品 と 前 記 容 器 の 間 に 挿 入 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 位 置 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 位 置 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 後 退 位 置 へ の 前 記 容 器 の 移 動 を 妨 げ な い 位 置 で
あ り 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 移 動 は 、 前 記 ト リ ガ の 作 動 に よ っ て 前 記 ば ね 手 段 の 影 響 か ら 解 放 さ れ
た と き に 行 わ れ る
　 筆 記 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 包 囲 体 は 、 透 明 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 包 囲 体 の 或 る 側 部 か ら 内 側 に ス ト ッ パ 手 段 が 突 出 し て お り 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 チ ッ プ か ら 遠 い そ の 端 部 に プ ラ ン ジ ャ を 有 し 、
　 該 プ ラ ン ジ ャ か ら 前 記 ト リ ガ が 延 出 し て お り 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ は 、 前 記 ス ト ッ パ 手 段 と 反 対 の 側 部 で 前 記 包 囲 体 の 長 手 方 向 に お い て 上
向 き に 延 出 す る フ ラ ン ジ ま た は リ ッ プ を 有 し 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 ば ね 手 段 に よ っ て 前 記 ス ト ッ パ 手 段 と 前 記 フ ラ ン ジ ま た は リ ッ
プ と の 間 に 保 持 さ れ る と き を 除 い て 、 前 記 ス ト ッ パ 手 段 を 通 過 す る こ と が で き る 寸 法 で あ
る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ト ッ パ 手 段 は 、 前 記 包 囲 体 の 端 部 の 中 間 に 位 置 し 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ か ら 遠 い 側 の 前 記 ス ト ッ パ 手 段 の 側 方 に は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 内 部 を 自
由 に 移 動 可 能 で あ る 前 記 包 囲 体 の 区 画 室 が 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 丸 み 付 き 形 状 を 有 す る 、
請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 ほ ぼ 球 形 で あ る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 包 囲 体 は 、 前 記 軸 筒 の 前 記 他 端 部 の 拡 大 部 で あ る 、
請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 包 囲 体 の 軸 方 向 に 伸 長 し て お り 、 前 記 包 囲 体 の 一 端 部 は 段 差 状
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で あ っ て 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 容 器 と 前 記 包 囲 体 の 前 記 段 差 部 と の 間 に あ る 状 態 で は 、
前 記 ば ね 手 段 は 前 記 容 器 を 前 記 後 退 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と が で き な い 構 造 に な っ て い る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 一 端 部 で 回 動 可 能 で あ り 、 そ の 他 端 部 で 前 記 包 囲 体 の 横 方 向 に 移 動
可 能 で あ る 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 容 器 の 、 前 記 チ ッ プ か ら 遠 方 の 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ と 接
触 し て い る 相 対 的 に 大 き い 丸 み 付 き 端 部 と 、 前 記 段 差 部 に 係 合 す る 相 対 的 に 細 い 端 部 と を
有 し 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 前 記 ば ね 手 段 の 作 用 に 逆 ら っ て 後 退 し た 状 態 で は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は
前 記 プ ラ ン ジ ャ 上 で 揺 動 し 、 そ れ に よ っ て そ の 細 い 端 部 を 前 記 段 差 部 に 係 合 さ せ る こ と が
で き る よ う な 構 造 に な っ て い る 、
請 求 項 ９ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 段 差 部 は 、 前 記 容 器 の 、 前 記 チ ッ プ か ら 遠 方 の 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ 上 に 設 け
ら れ て お り 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 包 囲 体 の 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ か ら 遠 方 の 端 部 に 回 動 可 能 に 取 り 付
け ら れ た 相 対 的 に 太 い 端 部 と 、 前 記 段 差 部 に 整 合 す る 位 置 ま た は 整 合 し な い 位 置 間 で 前 記
包 囲 体 を 横 切 っ て 移 動 す る こ と が で き る 相 対 的 に 細 い 端 部 と を 有 す る 、
請 求 項 ９ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ト リ ガ は 、 前 記 容 器 の 、 前 記 チ ッ プ か ら 遠 方 の 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ か ら 延 出
し 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ は 、 前 記 包 囲 体 の 第 １ 区 画 室 内 に 進 退 自 在 に 挿 入 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ 区 画 室 は 、 前 記 包 囲 体 の 、 該 第 １ 区 画 室 か ら 側 方 に ず れ た 位 置 に あ る 第 ２ 区 画
室 と 連 通 し て お り 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ が 移 動 し て 前 記 ば ね を 圧 縮 す る と き 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 重 力 ま た は 慣 性
の 作 用 を 受 け て 前 記 区 画 室 間 を 変 位 可 能 で あ り 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 第 １ 区 画 室 内 に 位 置 す る と き 、 前 記 容 器 の 後 退 を 阻 止 す る よ う に
、 ま た 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 第 ２ 区 画 室 内 に 位 置 す る と き 、 前 記 ば ね 手 段 が 前 記 容 器 を
前 記 後 退 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う な 構 造 に な っ て い る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 ボ ー ル の 形 に な っ て い る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ の 、 前 記 容 器 か ら 遠 い 端 部 は 、 面 取 り さ れ 、 そ れ に よ り 、 前 記 容 器 が 前
記 突 出 位 置 に 保 持 さ れ る と き 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 第 １ 区 画 室 か ら 退 避 す る の を 防 止 す
る 、 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 筆 記 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 添 付 図 面 の 図 １ お よ び 図 ２ 、 図 ３ お よ び 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ６ 、 ま た は 図 ７ お よ び 図 ８
に 示 さ れ 、 ま た そ れ ら を 参 照 し な が ら 以 上 に 概 ね 記 載 さ れ た 筆 記 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 改 良 型 筆 記 具 で あ っ て 、 筆 記 流 体 室 の 一 端 部 に ボ ー ル 先 端 の よ う な 筆 記 チ ッ
プ を 有 し 、 た と え ば 、 手 ま た は 衣 服 を 不 注 意 で 汚 す こ と を 防 止 す る た め に 、 不 使 用 時 に は
筆 記 流 体 室 お よ び 筆 記 チ ッ プ が 筆 記 具 の 軸 筒 ま た は ハ ウ ジ ン グ 内 に 後 退 可 能 で あ る 種 類 の
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改 良 型 筆 記 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 筆 記 具 で 書 く に は 、 筆 記 チ ッ プ お よ び 筆 記 流 体 室 を 軸 筒 に 対 し て 、 筆 記 チ ッ プ が 軸
筒 の 一 端 部 か ら 突 出 す る ま で 移 動 さ せ 、 筆 記 チ ッ プ を 伸 張 位 置 に 保 持 す る た め に 、 解 除 可
能 な ロ ッ ク 手 段 が 使 用 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 使 用 す る の が 魅 力 的 で 楽 し く 、 ま た 、 宣 伝 ま た は 販 売 促 進 物 の 表 示 に
適 す る そ の よ う な 筆 記 具 用 の 機 構 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 軸 筒 と 、 筆 記 流 体 容 器 で あ っ て 、 上 記 軸 筒 の 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、 そ れ に よ り 、 上 記 容 器 の 筆 記 チ ッ プ が 上 記 軸 筒 の 一 端 部 か ら 突 出 す る か 、 ま た は そ の 内
部 に 後 退 す る こ と が で き る 、 筆 記 流 体 容 器 と 、 上 記 容 器 を 後 退 位 置 に 付 勢 す る ば ね 手 段 と
、 上 記 容 器 か ら 延 出 し 上 記 軸 筒 の 開 口 を 通 っ て 突 出 し 、 そ れ に よ り 、 上 記 容 器 を 上 記 ば ね
手 段 の 作 用 に 逆 ら っ て 突 出 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 、 ト リ ガ と 、 上 記 容 器 を 突 出 位
置 に 解 放 可 能 に 保 持 す る 保 持 手 段 と を 含 む 筆 記 具 で あ っ て 、 前 記 包 囲 体 は 、 前 記 ロ ッ ク 部
材 が 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 を 重 力 又 は 慣 性 に よ っ て 移 動 可 能 な 形 状 を 有 し 、 前 記 第 １
位 置 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 容 器 を 前 記 突 出 位 置 で 保 持 す る た め に 前 記 包 囲 体 の 或 る 部
品 と 前 記 容 器 の 間 に 挿 入 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 位 置 で あ り 、 前 記 第 ２ 位 置 は 、 前 記 ロ ッ
ク 部 材 が 前 記 後 退 位 置 へ の 前 記 容 器 の 移 動 を 妨 げ な い 位 置 で あ り 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 の 移 動
は 、 前 記 ト リ ガ の 作 動 に よ っ て 前 記 ば ね 手 段 の 影 響 か ら 解 放 さ れ た と き に 行 わ れ る 筆 記 具
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 包 囲 体 は 、 透 明 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 包 囲 体 の 或 る 側 部 の 内 側 か ら ス ト ッ パ 手 段 が 突 出 し
て お り 、 上 記 容 器 は 、 チ ッ プ か ら 遠 い そ の 端 部 に プ ラ ン ジ ャ を 有 し 、 プ ラ ン ジ ャ か ら ト リ
ガ が 延 出 し て お り 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ は 、 上 記 包 囲 体 の 、 上 記 ス ト ッ パ 手 段 と 反 対 の 側 部 で
包 囲 体 の 長 手 方 向 上 向 き に 延 出 す る フ ラ ン ジ ま た は リ ッ プ を 有 し 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 上
記 ば ね 手 段 に よ っ て ス ト ッ パ 手 段 と フ ラ ン ジ ま た は リ ッ プ と の 間 に 保 持 さ れ る と き を 除 い
て 、 上 記 ス ト ッ パ 手 段 を 通 過 す る こ と が で き る 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 ス ト ッ パ 手 段 は 、 上 記 包 囲 体 の 端 部 の 中 間 に 位 置 し 、 上 記 ス ト ッ パ 手 段 の 、 プ ラ ン
ジ ャ か ら 遠 い 側 に 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 が 内 部 を 自 由 に 移 動 可 能 で あ る 上 記 包 囲 体 の 区 画 室 が
設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ロ ッ ク 部 材 は 、 丸 み 付 き 形 状 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 ほ ぼ 球 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 包 囲 体 は 、 軸 筒 の 他 端 部 の 拡 大 部 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 上 記 包 囲 体 の 軸 方 向 に 長 く な っ て
お り 、 上 記 包 囲 体 の 一 端 部 は 段 差 状 で あ っ て 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 が 上 記 容 器 と 上 記 包 囲 体 の
段 差 部 と の 間 に あ る 状 態 で は 、 上 記 ば ね 手 段 は 容 器 を 後 退 位 置 へ 移 動 さ せ る こ と が で き な
い よ う な 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 一 端 部 で 回 動 可 能 で あ っ て も よ く 、 そ の 他 端 部 で 上 記 包 囲 体 の 横 方
向 に 移 動 可 能 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 上 記 容 器 の 、 上 記 チ ッ プ か ら 遠 い 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ と 接 触
し て い る 相 対 的 に 大 き い 丸 み 付 き 端 部 と 、 段 差 部 に 係 合 す る 相 対 的 に 細 い 端 部 と を 有 し て
も よ く 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ が ば ね 手 段 に 逆 ら っ て 後 退 し た 状 態 で は 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は プ ラ
ン ジ ャ 上 で 揺 動 し 、 そ れ に よ っ て そ の 細 い 端 部 を 段 差 部 に 整 合 さ せ る こ と が で き る よ う な
構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 代 替 と し て 、 段 差 部 は 、 上 記 容 器 の 、 上 記 チ ッ プ か ら 遠 い 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ 上
に 設 け ら れ て い て も よ く 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 上 記 包 囲 体 の 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ か ら 遠 い 端
部 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 相 対 的 に 太 い 端 部 と 、 段 差 部 に 整 合 す る 位 置 ま た は 整 合 し
な い 位 置 間 で 包 囲 体 を 横 切 っ て 移 動 す る こ と が で き る 相 対 的 に 細 い 端 部 と を 有 し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る さ ら な る 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 ト リ ガ は 、 上 記 容 器 の 、 上 記 チ ッ プ
か ら 遠 い 端 部 に 位 置 す る プ ラ ン ジ ャ か ら 延 出 し 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ は 、 包 囲 体 の 第 １ 区 画 室
内 に 滑 り 嵌 め (進 退 自 在 に 挿 入 )さ れ て お り 、 上 記 第 １ 区 画 室 は 、 上 記 包 囲 体 の 、 上 記 第 １
区 画 室 か ら 側 方 に ず れ た 位 置 に あ る 第 ２ 区 画 室 と 連 通 し て お り 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ が 移 動 し
て ば ね を 圧 縮 す る と き 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 重 力 ま た は 慣 性 の 作 用 を 受 け て 区 画 室 間 を 変 位
可 能 で あ り 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 が 上 記 第 １ 区 画 室 内 に 位 置 す る と き 、 上 記 容 器 の 後 退 を 阻 止
す る よ う に 、 ま た 、 上 記 ロ ッ ク 部 材 が 第 ２ 区 画 室 内 に 位 置 す る と き 、 上 記 ば ね 手 段 が 容 器
を そ の 後 退 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う な 構 造 に な っ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て
、 上 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 ボ ー ル の 形 に な っ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 プ ラ ン ジ ャ の 、 上 記 容 器 か ら 遠 い 端 部 は 、 面 取 り さ れ 、 そ れ に よ り 、 上 記 容 器 が 突
出 位 置 に 保 持 さ れ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 が 第 １ 区 画 室 か ら 逃 げ る の を 防 止 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ た 筆 記 具 １ ０ は 軸 筒 １ １ を 有 し 、 軸 筒 の 一 端 部 か ら イ ン ク 容 器
１ ３ の 筆 記 チ ッ プ １ ２ が 突 出 す る こ と が で き 、 上 記 容 器 お よ び そ の チ ッ プ は 、 軸 筒 １ １ と
容 器 １ ３ 上 の ス ト ッ パ （ stop） ４ ０ と の 間 に 作 用 す る 圧 縮 ば ね １ ４ に よ っ て 付 勢 さ れ 、 そ
れ に よ り 、 容 器 １ ３ お よ び そ の チ ッ プ １ ２ は 軸 筒 １ １ 内 に 後 退 す る こ と が で き る （ 図 ２ ）
。 代 替 と し て 、 ば ね １ ４ は 、 容 器 １ ３ の 全 長 に わ た っ て 延 在 し て 、 容 器 １ ３ の チ ッ プ １ ２
か ら 遠 方 の 容 器 １ ３ の 端 部 に 一 体 化 さ れ た プ ラ ン ジ ャ １ ５ の 下 側 に 作 用 す る こ と が で き る
。 プ ラ ン ジ ャ １ ５ か ら 一 体 型 ト リ ガ ま た は ラ ッ チ １ ６ が 突 出 し て い る 。 こ れ は 、 ス ロ ッ ト
１ ７ を 通 し て 軸 筒 １ １ か ら 延 出 し て お り 、 ス ロ ッ ト １ ７ は 軸 筒 １ １ の 軸 方 向 に 十 分 に 長 く
延 び て 、 チ ッ プ １ ２ が 軸 筒 １ １ か ら 延 出 す る ま で 、 ト リ ガ １ ６ が ス ト ッ プ 手 段 １ ３ Ａ Ｂ を
介 し て ば ね １ ４ の 作 用 に 逆 ら っ て 移 動 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 軸 筒 １ １ の チ ッ プ １ ２ か ら 遠 い 端 部 は 、 球 形 の ロ ッ ク 部 材 ま た は ボ ー ル １ ９ 用 の 包 囲 体
を 提 供 す る 透 明 拡 大 部 １ ８ で あ り 、 球 形 の ロ ッ ク 部 材 ま た は ボ ー ル １ ９ は 包 囲 体 全 体 に わ
た っ て 自 由 に 移 動 可 能 で あ る 。 包 囲 体 の 長 さ に 沿 っ た 中 間 位 置 で 、 ス ト ッ パ （ stop） ２ ０
が 包 囲 体 の 内 側 に 突 出 し て い る 。 包 囲 体 の 、 ス ト ッ パ ２ ０ か ら 遠 方 の 側 で 、 リ ッ プ ま た は
フ ラ ン ジ ２ １ が プ ラ ン ジ ャ １ ５ か ら 包 囲 体 内 へ 突 出 し て お り 、 こ れ ら の 部 材 の 寸 法 は 、 ボ
ー ル １ ９ が フ ラ ン ジ ２ １ と 接 触 状 態 に な い 場 合 、 ボ ー ル １ ９ が ス ト ッ パ ２ ０ を 通 過 す る こ
と が で き る が 、 ボ ー ル １ ９ が フ ラ ン ジ ２ １ お よ び ス ト ッ パ ２ ０ 間 に 捕 ら え ら れ て い る 場 合
、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ が 包 囲 体 の 内 側 へ 移 動 で き な い よ う に す る 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 所 望 な ら ば 、 上 記 拡 大 部 の 一 部 分 だ け を 透 明 に し 、 そ れ に よ り 、 ボ ー ル １ ９ が そ の ２ つ
の 位 置 の 一 方 に あ る と き に だ け 見 え る よ う に し て も よ い 。 透 明 性 を 感 温 材 料 に よ っ て も た
ら し 、 そ れ に よ り 、 手 で 持 つ こ と に よ っ て 包 囲 体 が 暖 め ら れ た 場 合 に だ け 、 包 囲 体 の 内 部
が 見 え て 、 他 の 場 合 に は 不 透 明 で あ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 チ ッ プ １ ２ を 軸 筒 １ １ 内 に 後 退 さ せ る に は 、 最 初 に ト リ ガ １ ６ を ば ね １ ４ に 逆 ら っ て 十
分 に 押 し 込 み 、 そ れ に よ り 、 ボ ー ル １ ９ が ス ト ッ パ ２ ０ を 通 過 で き る よ う に す る 。 必 要 な
ら ば 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ボ ー ル １ ９ が 重 力 に よ り 、 ま た は 慣 性 で ス ト ッ パ ２ ０
の 上 方 の 包 囲 体 の 上 部 区 画 室 内 へ 転 動 す る ま で 、 筆 記 具 を 逆 さ に し 、 か つ ／ ま た は 振 る こ
と が で き る 。 こ の 時 、 筆 記 チ ッ プ １ ２ が 後 退 す る （ 図 ２ ） ま で 、 ば ね １ ４ は プ ラ ン ジ ャ １
５ を 包 囲 体 １ ８ の 内 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 順 序 を 逆 に す る た め 、 ト リ ガ １ ６ を 十 分 に 押 し 下 げ 、 そ れ に よ り 、 ボ ー ル １ ９ が ス
ト ッ パ ２ ０ を 越 え て 落 下 す る こ と が で き る よ う に す る 間 、 筆 記 具 １ ０ を 直 立 さ せ て お く 。
こ の 時 、 ト リ ガ １ ６ を 放 す と 、 ボ ー ル １ ９ は フ ラ ン ジ ２ １ と ス ト ッ パ ２ ０ と の 間 に 捕 ら え
ら れ る よ う に な り 、 チ ッ プ １ ２ が そ の 伸 張 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ボ ー ル １ ９ に は 、 フ ッ ト ボ ー ル 、 ゴ ル フ ボ ー ル 、 ク リ ケ ッ ト ボ ー ル ま た は 任 意 の 他 の 球
技 用 ボ ー ル に 似 せ た 形 状 お よ び マ ー ク を 有 す る こ と が で き る 。 筆 記 具 の ボ ー ル お よ び ／ ま
た は 他 の 構 成 部 材 に 特 定 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 会 ま た は チ ー ム （ side） を 識 別 す る マ ー ク を
付 け て も よ く 、 そ れ に よ り 、 筆 記 具 を 宣 伝 お よ び 販 売 促 進 品 と 共 に ノ ベ ル テ ィ 品 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 さ れ た 本 発 明 の 代 替 実 施 形 態 に お い て 、 筆 記 具 １ ０ Ａ は 軸 筒 １ １ Ａ
を 有 し 、 そ の 一 端 部 か ら イ ン ク 容 器 １ ３ Ａ の チ ッ プ １ ２ Ａ が 突 出 す る こ と が で き る 。 容 器
１ ３ Ａ は 、 チ ッ プ １ ２ Ａ か ら 遠 方 の 端 部 で プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ と 一 体 化 し て お り 、 プ ラ ン ジ
ャ １ ５ Ａ か ら ト リ ガ ま た は ラ ッ チ １ ６ Ａ が ス ロ ッ ト １ ７ Ａ を 通 っ て 軸 筒 １ １ Ａ の 外 に 突 出
し て い る 。 ば ね １ ４ Ａ が 、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ お よ び 容 器 １ ３ Ａ を チ ッ プ １ ２ Ａ の 後 退 位 置
に 付 勢 し て い る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ は 球 形 で な く 長 く な っ て お り 、 軸 筒 １
１ Ａ の 、 チ ッ プ １ ２ Ａ か ら 遠 方 の 端 部 に 位 置 す る 透 明 包 囲 体 １ ８ Ａ 内 に 入 っ て い る 。 ロ ッ
ク 部 材 １ ９ Ａ は 平 坦 な 側 部 を 有 し 、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ の 対 向 端 部 の 溝 ２ ３ に は ま っ た よ り
太 い 丸 み 付 き 端 部 ２ ２ を 有 す る 。 包 囲 体 １ ８ Ａ 内 に は 、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ か ら 遠 い 位 置 に
ブ ロ ッ ク ２ ４ が 設 け ら れ 、 ブ ロ ッ ク ２ ４ は 、 包 囲 体 の 横 方 向 の 一 部 分 だ け に 延 在 し 、 ロ ッ
ク 部 材 １ ９ Ａ の 細 い 方 の 端 部 ２ ７ に 選 択 的 に 当 た る こ と が で き る 段 差 部 (step)２ ５ を 提 供
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ の 筆 記 具 の 使 用 に お い て 、 チ ッ プ １ ２ Ａ を 図 ３ の 位 置 か ら 図 ４ の 位 置 に
後 退 さ せ る た め に 、 最 初 に 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ を 自 由 に す る た め に 、 ト リ ガ １ ６ Ａ が 十 分
に 押 し 下 げ ら れ る 。 す る と 、 ロ ッ ク 部 材 は 、 そ の 丸 み 付 き 端 部 ２ ２ を 中 心 に し て 回 転 し て
、 そ の 細 い 方 の 端 部 ２ ７ が 段 差 部 ２ ５ か ら 外 れ る ま で 、 包 囲 体 １ ８ Ａ を 横 切 っ て 移 動 す る
。 こ れ は 、 筆 記 具 を 振 っ て ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ を 慣 性 に よ っ て 移 動 さ せ る か 、 ま た は 筆 記 具
を 水 平 に し て 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ が 重 力 の 作 用 で そ の 新 し い 位 置 に 移 動 す る よ う に す る こ
と に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が で き る 。 ト リ ガ １ ６ Ａ を こ こ で 放 す と 、 チ ッ プ １ ２ Ａ が 軸 筒
１ １ Ａ 内 に 後 退 し た 位 置 を 画 定 す る ス ロ ッ ト １ ７ Ａ の 上 端 部 に ト リ ガ １ ６ Ａ が 当 接 す る ま
で 、 ば ね １ ４ Ａ が プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ を 上 昇 さ せ る （ 図 ４ ） 。 チ ッ プ １ ２ Ａ を 伸 張 さ せ る に
は 、 再 び ト リ ガ １ ６ Ａ を 十 分 に 押 し 下 げ て 、 そ れ に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ の 細 い 方 の 端
部 ２ ７ が 段 差 部 ２ ５ に 整 合 す る ま で 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ が 包 囲 体 １ ８ Ａ を 横 切 っ て 戻 る こ
と が で き る よ う に し 、 こ れ も 重 力 ま た は 慣 性 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の 時 に ト リ ガ １ ６ Ａ
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を 放 す と 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ は プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ａ と 段 差 部 ２ ５ と の 間 に 詰 ま り 、 チ ッ プ １
２ Ａ を そ の 伸 張 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ の 筆 記 具 は 、 実 効 的 に 図 ４ お よ び 図 ５ の 逆 で あ る ロ ッ ク シ ス テ ム を 有 す
る 。 長 い 先 細 状 の ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ｂ は 、 包 囲 体 １ ８ Ｂ の 、 イ ン ク 容 器 １ ３ Ｂ か ら 遠 方 の 端
部 に よ り 太 い 丸 み 付 き 端 部 ２ ２ Ｂ を 有 す る 。 好 ま し く は 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ｂ は 、 包 囲 体 １
８ Ｂ に ま た が っ た ピ ン ２ ６ に よ っ て 回 動 す る 。 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｂ の 、 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ｂ に
面 す る 端 部 は 、 ２ ５ Ｂ の よ う に 段 差 状 に な っ て い る 。 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ｂ の 細 い 方 の 端 部 が
段 差 部 ２ ５ Ｂ に 整 合 す る と き 、 筆 記 チ ッ プ １ ２ Ｂ が 伸 張 位 置 に 保 持 さ れ る 。 段 差 部 ２ ５ Ｂ
に 整 合 し な い と き （ 図 ６ ） 、 容 器 １ ３ Ｂ を ば ね １ ４ Ｂ に よ っ て 後 退 位 置 に 移 動 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ロ ッ ク 部 材 １ ９ Ａ ま た は １ ９ Ｂ の 平 坦 側 部 の い ず れ か 一 方 、 ま た は 両 方 に 宣 伝 ま た は 販
売 促 進 物 の マ ー ク を 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ の 実 施 形 態 に お い て 、 包 囲 体 １ ８ Ｃ は 、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｃ が 内 部 に 滑 り
込 む よ う に さ れ た 第 １ 区 画 室 ２ ７ と 、 第 １ 区 画 室 か ら ず れ た 位 置 に あ っ て 筆 記 具 の 上 端 部
で 第 １ 区 画 室 と 連 通 し て い る 第 ２ 区 画 室 ２ ８ と を 有 す る 。 ボ ー ル １ ９ Ｃ の 形 の ロ ッ ク 部 材
は 、 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｃ に よ っ て そ の 動 き が 自 由 に さ れ る と き 、 包 囲 室 １ ８ Ｃ の 横 方 向 に 区
画 室 ２ ７ お よ び ２ ８ 間 を 移 動 自 在 と な る 。 筆 記 チ ッ プ １ ２ Ｃ を 軸 筒 １ １ Ｃ か ら 突 出 さ せ る
に は 、 ト リ ガ １ ６ Ｃ を 押 し 下 げ て 、 ば ね １ ４ Ｃ を 圧 縮 す る 。 プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｃ が 区 画 室 ２
８ と 整 合 し な い 位 置 へ 移 動 す る と 、 ボ ー ル １ ９ Ｃ は 図 ７ の 位 置 か ら 図 ８ の 位 置 に 転 動 す る
。 こ れ は 、 筆 記 具 を 「 上 下 逆 (flipping)」 に し 、 そ れ に よ っ て ボ ー ル が 慣 性 に よ っ て 相 対
的 に 移 動 す る こ と 、 お よ び ボ ー ル １ ９ Ｃ が 重 力 の 作 用 で 移 動 す る ま で 傾 け る こ と の い ず れ
か に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ こ で ト リ ガ １ ６ Ｃ を 放 す と 、 ボ ー ル １ ９ Ｃ は 、 ば ね １ ４ Ｃ に よ
っ て プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｃ と 包 囲 体 １ ８ Ｃ の 上 部 と の 間 に 捕 ら え ら れ る 。 こ の 効 果 を 高 め て 、
ボ ー ル １ ９ Ｃ が 誤 っ て 離 脱 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 好 ま し く は プ ラ ン ジ ャ １ ５ Ｃ の 上
端 部 ３ ０ が 図 示 の よ う に 面 取 り さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 区 画 室 ２ ８ に よ っ て 与 え ら れ る 「 オ ー バ ー ハ ン グ 部 分 」 が 、 筆 記
具 用 の ポ ケ ッ ト ク リ ッ プ ３ １ の 基 部 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 も ち ろ ん 、 本 明 細 書 お よ び 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 使 用 さ れ る 「 筆 記 具 」 お よ び 「 筆 記
流 体 」 は 、 単 な る 文 字 の 筆 記 だ け で な く 、 任 意 の グ ラ フ ィ ッ ク の 目 的 に も 使 用 さ れ る 器 具
お よ び 流 体 を 包 含 す る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 っ た 筆 記 具 の 第 １ 実 施 形 態 の 、 筆 記 チ ッ プ を 伸 張 さ せ た 状 態 で 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 筆 記 具 と 同 様 で あ る が 、 筆 記 チ ッ プ を 後 退 さ せ た 状 態 で 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 従 っ た 筆 記 具 の 第 ２ 実 施 形 態 の 、 筆 記 チ ッ プ を 伸 張 さ せ た 状 態 で 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ と 同 様 で あ る が 、 筆 記 チ ッ プ を 後 退 さ せ た 状 態 で 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 従 っ た 筆 記 具 の 第 ３ 実 施 形 態 の 、 筆 記 チ ッ プ を 伸 張 さ せ た 状 態 で 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ と 同 様 で あ る が 、 筆 記 チ ッ プ を 後 退 さ せ た 状 態 で 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 従 っ た 筆 記 具 の 第 ４ 実 施 形 態 の 、 筆 記 チ ッ プ を 伸 張 さ せ た 状 態 で 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ と 同 様 で あ る が 、 筆 記 チ ッ プ を 後 退 さ せ た 状 態 で 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2006-517878 A 2006.8.3



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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